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断層変位に対するリスク評価に関しては、関連学協会、産業界等において技術検討、知見収集等の取組み

が継続的に進められ、日本原子力学会（以下「AESJ」）標準委員会では、断層変位PRAに関する実施基準策

定に向けた検討が進んでいる。 
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1. 学協会等の取組み 

断層変位に対するリスク評価等に係

る国内学協会等の取組みを図 1 に示す。 

近年の各学協会における検討成果や

国内外の技術知見の蓄積を踏まえて、断

層変位 PRA に関する実施基準策定に向

けた検討が進んでいる。AESJ 主催の特

別国際シンポジウム「断層リスクに向き

合う原子力安全のアプローチ」（2018 年

5 月 31 日）においては、断層変位に対し

ても、地震動や津波など他の自然外部ハザードと同様に、深層防護の概念の適用とリスク評価によって原

子力安全に関わる意思決定に繋げていくことの重要性があらためて確認されている。 

2. 日本原電の取組み 

これまでに、断層変位に対する原子力安全の考え方を整理[1]するとともに、原子炉建屋の直下に縦ずれ

変位及び横ずれ変位を仮定した場合の 3 次元 FEM 解析（図 2）による建屋に対する影響評価の検討[2][3]、

さらには、建屋の変形や局部損傷の状況に基づく建屋内

の機器・配管系に対する影響（制御棒挿入性、安全系ポ

ンプや配管系の機能）の検討[4][5]を進めてきた。これらの

成果は上記学協会での検討でも適宜参照されている。 

2018 年度からは、更なる高度化として原子炉建屋以外

の建屋に対する影響評価や、建屋間渡り配管に着目し、

配管サポートも含めた評価等に取り組み、技術基盤に厚

みを持たせていくこととしている。 
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図 1 断層変位のリスク評価等に係る学協会の取組み 

 
図 2 建屋評価のための 3 次元解析モデル例 
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